
定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、原油価格・素材価格の高騰が生活関連商品へ波及した他、米国サブプ

ライムローン問題に端を発した金融危機の懸念が急速に拡大し、景気後退への懸念が現実になりつつあります。こう

した中、個人消費は低迷、企業業績も大幅に鈍化し、設備投資も抑制方向となるなど、厳しい環境の下で推移いたし

ました。

　このような中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、2,451,652千円となりました。

　モバイル事業の売上高は、1,432,164千円となりました。モバイル広告サービスにおきましては、モバイル専用ブ

ログ「CROOZブログ」のPVの伸びを背景に、口コミを利用したマーケティング事業が順調に立ち上がり、また、既存

事業であるモバイル広告配信サービスも堅調に推移いたしました。モバイルコンテンツサービスにおきましては、広

告効果を見極めながらモバイル広告の出稿を実施して集客に努めた結果、ミニゲームサイト「プチゲームDX」を始め

として、主要な公式コンテンツが順調に売上を伸ばしました。

　人材事業におきましては、総じて堅調に推移したことにより、売上高は1,019,488千円となりました。

　利益面におきましては、前連結会計年度から継続する積極的な広告宣伝の実施により、営業利益は101,155千円、

経常利益は主に貸倒引当金繰入額8,272千円により92,566千円、四半期純利益は法人税等調整額を含む法人税等の総

額39,155千円に伴い53,354千円となりました。なお、広告宣伝の実施に至っては、効果検証を徹底して、効率的な投

資を実施しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第２四半期末の総資産は1,824,526千円となり、前連結会計年度末比133,024千円の減少となりました。その主な

要因は、配当金の支払による支出及び2008年７月１日から2008年７月31日に実施した自己株式の取得による支出に伴

いまして、現金及び預金が減少したことによるものであります。

　なお、純資産は1,077,191千円となり、自己資本比率は59.0％と当四半期において0.1ポイント改善し、前連結会計

年度とほぼ同水準を維持しております。

 

　（キャッシュ・フローの状況）

　当四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は471,450千円となり、前連

結会計年度末と比較して301,901千円の減少となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、26,027千円となりました。

　主な収入要因は、税金等調整前四半期純利益92,510千円及び減価償却費67,352千円であり、主な支出要因としま

しては、法人税等の支払額68,644千円、売上債権の増加24,598千円及びその他負債の減少45,365千円によるもので

あります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、198,204千円となりました。

　これは主にソフトウェア開発等に伴う無形固定資産の取得等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、129,724千円となりました。

　収入要因は、全額がストック・オプション行使による新株発行4,533千円であり、支出要因としましては、配当

金の支払額60,843千円及び自己株式の取得による支出73,414千円によるものであります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　連結業績予想につきましては、平成20年５月８日に公表しました業績見通しの数字に変更はありません。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 471,450 773,351

売掛金 713,770 678,897

商品 325 －

仕掛品 18,340 17,656

その他 35,332 40,353

貸倒引当金 △3,217 △2,456

流動資産合計 1,236,002 1,507,802

固定資産   

有形固定資産 48,512 52,842

無形固定資産   

ソフトウエア 412,884 280,742

その他 861 511

無形固定資産合計 413,745 281,254

投資その他の資産   

敷金及び保証金 112,898 112,731

その他 24,286 2,919

貸倒引当金 △10,920 －

投資その他の資産合計 126,265 115,651

固定資産合計 588,523 449,748

資産合計 1,824,526 1,957,551

負債の部   

流動負債   

買掛金 525,614 528,806

未払金 124,813 159,920

未払法人税等 42,336 71,203

その他 54,570 44,426

流動負債合計 747,334 804,357

負債合計 747,334 804,357

純資産の部   

株主資本   

資本金 319,935 317,660

資本剰余金 309,935 307,660

利益剰余金 520,384 527,873

自己株式 △73,063 －

株主資本合計 1,077,191 1,153,193

純資産合計 1,077,191 1,153,193

負債純資産合計 1,824,526 1,957,551



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 2,451,652

売上原価 1,613,716

売上総利益 837,936

販売費及び一般管理費 736,780

営業利益 101,155

営業外収益  

受取利息 683

その他 78

営業外収益合計 761

営業外費用  

支払利息 42

株式交付費 16

自己株式取得費用 350

貸倒引当金繰入額 8,272

その他 669

営業外費用合計 9,351

経常利益 92,566

特別損失  

固定資産除却損 55

特別損失合計 55

税金等調整前四半期純利益 92,510

法人税、住民税及び事業税 40,011

法人税等調整額 △855

法人税等合計 39,155

四半期純利益 53,354



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 92,510

減価償却費 67,352

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,681

受取利息及び受取配当金 △683

支払利息 42

株式交付費 16

自己株式取得費用 350

固定資産除却損 55

売上債権の増減額（△は増加） △24,598

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,009

仕入債務の増減額（△は減少） △4,707

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,933

その他の資産の増減額（△は増加） 319

その他の負債の増減額（△は減少） △45,365

小計 94,031

利息及び配当金の受取額 683

利息の支払額 △42

法人税等の支払額 △68,644

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,027

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △284

無形固定資産の取得による支出 △183,457

貸付けによる支出 △20,000

貸付金の回収による収入 5,704

敷金及び保証金の差入による支出 △167

投資活動によるキャッシュ・フロー △198,204

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 4,533

自己株式の取得による支出 △73,414

配当金の支払額 △60,843

財務活動によるキャッシュ・フロー △129,724

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △301,901

現金及び現金同等物の期首残高 773,351

現金及び現金同等物の四半期末残高 471,450



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

モバイル事業
（千円）

人材事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

（1）外部顧客に対する売上高 1,432,164 1,019,488 2,451,652 － 2,451,652

（2）セグメント間の内部売上高又

は振替高　
34,527 64,267 98,794 (98,794) －

計 1,466,691 1,083,756 2,550,447 (98,794) 2,451,652

営業利益 219,221 60,876 280,097 (178,941) 101,155

〔所在地別セグメント情報〕

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

〔海外売上高〕

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当社は、当第２四半期連結会計期間において、平成20年６月30日開催の取締役会決議に基づき、平成20年７月

１日から平成20年７月31日までの間に自己株式を859株、73,063千円を取得いたしました。
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